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山形県埋蔵文化財センターは、平成５年に財団法人として創設以来、また平成 24 年からは公益財団法

人として、関係諸機関の御支援・御協力をいただきながら取り組みを進めてまいりました。本年度におけ

る当センターの事業については、計画した事業のすべてについて円滑に実施することができました。 

その概要について申し上げますと、はじめに、調査事業においては、６遺跡７件の発掘調査と、延べ13

遺跡の報告書作成のための整理作業を実施し、4冊の発掘調査報告書を刊行いたしました。 

本県における近年の発掘調査の傾向は、県公共事業の減少が引き続き見られ、国による新直轄事業の高

速交通網整備に伴う事業もピークを過ぎたことから、今後予想される高速道路の県境部分の整備や県の公

共事業等の事業量を的確に把握しつつ、調査体制の整備に努めていかなければなりません。今後とも、責

任ある発掘調査を基本とした調査研究に取り組んでまいります。 

次に、普及啓発事業につきましては、諸事情により、今年度は大幅な事業縮小を余儀なくされました。

そのため、例年好評をいただいておりました「埋蔵文化財センター参観デー『埋文まつり』」をはじめとす

るいくつかの事業の実施は、まことに残念ながら見合わせざるを得ませんでした。しかしながら、埋蔵文

化財保護の重要性の周知や、埋蔵文化財を通して古代の人との心の交流の場を県民の皆さんに提供すると

いう基本姿勢に変わりはなく、ホームページによる情報発信や調査遺跡における発掘調査説明会の開催の

ほか、ホームページ上での公開ではありましたが、広報誌『埋文やまがた』の発行などを通して、埋蔵文

化財の調査研究の成果を県民の皆さまにお知らせしてまいりました。また、職員を派遣しての講演や体験

活動、調査研究発表等は、従来通り実施してまいりました。 

埋蔵文化財センターでは、これからも「公益」という言葉の重みを職員一人ひとりが胸に刻み、次世代

を担う子供達に地域の伝統文化の大切さを伝えるため、あるいは誇りと自信の持てる地域づくりの一助と

するため、さまざまな機会を活用して、県民共有の文化遺産としての価値ある埋蔵文化財を後世に伝えて

行けるよう、職員一同、一層研鑽を重ねていく所存であります。 
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